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「
み
ち
し
る
べ
」
あ
れ
こ
れ
（
１
）

　

海
軍
炭
鉱
・
国
鉄
炭
鉱
の
遺
跡
群
（
４
）

不
明
で
す
。
道
路
に
面
し
た
方
か
ら
右
回
り
に
見
る
と

（
・
は
石
瀧
が
補
足
）、

「
箱
崎
一
里
七
合
・
古
賀
四
里
二
合
・
福
間
五
里
三
合
」

「
福
岡
二
里
三
合
・
篠
栗
一
里
二
合
・
飯
塚
六
里
九
合
」

「
須
恵
一
里
八
合
・
宇
美
二
里
四
合
・
太
宰
府
四
里
（
以

下
地
中
で
読
め
ず
）」

「
久
原
一
里
・
山
田
一
里
六
合
・
青
柳
三
里
二
合
・
香

椎
一
里
九
（
右
同
）」

　

石
碑
Ｂ
は
志
免
町
田
富
。
県
道
の「
田
富
郵
便
局
前
」

交
差
点
を
西
へ
少
し
進
ん
だ
住
宅
街
の
中
、
田
富
公
民

館
と
向
か
い
合
う
位
置
に
あ
り
ま
す
。
見
通
し
の
悪
い
、

曲
が
り
く
ね
っ
た
狭
い
道
が
入
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ

れ
も
道
標
が
必
要
と
さ
れ
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
し
ょ
う
。

　

一
面
に
「
田
富
青
年
会
」
と
建
設
主
体
の
名
称
が
書

か
れ
、
そ
こ
か
ら
左
回
り
に
、

「
←
志
免
立
坑
道
」

「
←
海
軍
第
六
坑
ニ
至
」

と
書
か
れ
、
残
る
一
面
に
は
文
字
が
な
い
よ
う
で
す
。

矢
印
は
い
ず
れ
も
左
向
き
で
す
。
立
坑
は
竪
坑
櫓
の
下

に
開
発
さ
れ
た
炭
坑
で
あ
り
、
第
六
坑
は
現
在
の
須
恵

　
「
み
ち
し
る
べ
」は
漢
字
で
は
道
標
と
書
き
ま
す
。「
追

分
石
」
も
同
じ
よ
う
な
意
味
で
す
。

　

道
標
は
単
に
道
案
内
の
石
碑
を
指
す
の
で
し
ょ
う
が
、

追
分
石
の
場
合
は
、
も
っ
と
狭
い
意
味
に
な
り
、
分
岐

点
・
分
か
れ
道
に
「
右
は
〜
道
、
左
は
〜
道
」
な
ど
と
、

不
案
内
な
旅
人
に
行
き
先
の
方
向
を
指
示
す
る
も
の
で

し
た
。そ
う
し
た
実
例
を
、あ
ち
こ
ち
で
ご
ら
ん
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
「
み
ち
し
る
べ
」
を
い
く
つ
か
紹
介
し
て
み
よ
う
と

思
い
ま
す
が
、
今
回
は
粕
屋
町
に
あ
る
須
恵
へ
の
道
の

り
を
記
し
た
石
碑
（
Ａ
）
を
一
つ
、
そ
し
て
、
志
免

町
に
あ
る
立
坑
な
ど
の
文
字
が
刻
ま
れ
た
石
碑
（
Ｂ
）

と
、
そ
の
近
く
に
あ
る
同
じ
田
富
青
年
団
の
立
て
た
石

碑
（
Ｃ
）
の
二
つ
、
あ
わ
せ
て
三
つ
を
紹
介
し
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。
二
番
目
の
も
の
が
海
軍
炭
鉱
・
国
鉄

炭
鉱
に
関
係
す
る
道
標
で
す
。

　

石
碑
Ａ
は
粕
屋
町
大
隈
の
西
鉄
バ
ス
「
丸
山
」
バ
ス

停
の
す
ぐ
近
く
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
埋
め
込
ま
れ
た
よ

う
に
立
っ
て
い
ま
す
。
道
路
拡
幅
な
ど
で
移
動
し
て
こ

こ
に
あ
る
、
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
立
て
ら
れ
た
時
代
は

高
校
付
近
に
あ
っ
た
炭
坑
で
す
。
い
ず
れ
も
海
軍
か
ら

戦
後
、
国
鉄
に
移
管
さ
れ
ま
す
。

　

石
碑
Ｃ
は
石
碑
Ｂ
か
ら
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
り

（
同
じ
道
沿
い
と
言
え
ま
す
が
）、
田
富
四
丁
目
十
三
番

地
の
民
家
の
塀
脇
に
あ
り
ま
す
。
左
に
見
え
る
の
は
庚

申
尊
天
の
石
碑
で
す
。

　

石
碑
Ｂ
と
同
じ
く
、
一
面
に
「
田
富
青
年
会
」
と
あ

り
、
同
じ
時
期
に
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。
そ
こ
か
ら
左
回
り
に
見
る
と
、

「
↓
吉
原
ヲ
経
テ
席
田
村
ニ
至
」

「
↓
縣
道
（
ヲ
経
テ
…
…
こ
の
部
分
難
読
）
宇
美
ニ
至
」

「
←
宇
美
村
井
野
ニ
至
」

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
は
炭
鉱
に
関
係
の
あ

る
文
字
は
見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

写
真
説
明

　

Ａ
‐
１　

丸
山
バ
ス
停
の
脇
に
あ
る
道
標

　

Ａ
‐
２　

同　
「
須
恵
」
と
書
か
れ
た
部
分

　

Ｂ
‐
１　

矢
印
の
下
に
「
志
免
立
坑
道
」
と
見
え
る
。

　
　
　
　
　

奥
は
田
富
公
民
館

　

Ｂ
‐
２　
「
海
軍
第
六
坑
」
と
書
か
れ
た
部
分

　

Ｃ
‐
１　

庚
申
尊
天
と
道
標

　

Ｃ
‐
２　

庚
申
尊
天
を
奥
に
見
る
形
で
撮
影
。
上
の

　
　
　
　
　

方
に
「
縣
道
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
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